歯科補綴学的意義 高い審美性の要求から，セラミックを使用した歯冠補綴を行うことがある．これらの修復物はセラミックプライマーで内 面を処理した後，レジンセメントで歯質に合着しているが，プライマーの使用量は少量であり，残りの大部分は保管され ているのが現状である．このプライマーの保管がレジンセメントの接着性に及ぼす影響を検討した結果，1 液性プライマー は保管中に変質し，レジンセメントの接着強さの低下を招くことが示唆された． 抄 録 目的：市販 1 液性セラミックプライマーの保管安定性を明らかにするため，γ -メタクリロキシプロピルトリメト キシシラン ( γ -MPTS)と 90% エタノール水溶液からなる 1 液性試作プライマーを調製し，プライマーの保管が γ -MPTS の加水分解・縮合挙動に及ぼす影響，さらに縮合反応が接着強さに及ぼす影響について検討を行った． 方法：購入直後，20 カ月室温保管したラミナボンドポーセレンプライマー， 20℃恒温室に保管した試作プラ イマーにてセラミックを処理し，セメントを接着した試験体について，せん断接着強さの測定を行った．さ らに，プライマーの保管期間がγ-MPTS の加水分解・縮合挙動に及ぼす影響を NMR 法により解析した． 結果：ラミナボンドを 20 カ月保管すると，購入直後約 26 MPa を示した接着強さが約 11 MPa に低下した． 試作プライマーではγ -MPTS 分子種の 2 量体が生成された時，最大接着強さ約 30 MPa を示し，その後約 16 MPa に低下した．保管期間が長くなるにつれ，γ -MPTS 分子種の分子量が増大し，γ -MPTS の縮合反 応により生成されたγ -MPTS の分子種が接着強さに影響を与えた． 結論：ラミナボンドは 20 カ月保管すると，γ-MPTS のメトキシ基が希釈剤として用いられているエタノール とエステル交換反応を起こし，セラミック表面のシラン処理効果が低下し，せん断接着強さの低下を引き 起こすことが示唆された． 和文キーワード セラミックプライマー， 29 Si NMR，接着強さ 52：107-116, 2008 日本大学松戸歯学部クラウンブリッジ補綴学講座 ABSTRACT Purpose: To understand the degradation mechanisms of commercially available one bottle-type ceramic primer, we prepared one bottle-type experimental ceramic primer consisting of g -methacryloxy-propyl-trimethoxysilane, g -MPTS, and 90% ethanol solution. The effects of aging of the experimental primer on the hydrolysis and condensation behavior of g -MPTS and on the bonding efficacy of g -MPTS at the interface between cement and ceramic were studied.

